
無料法律相談
町田市役所３階
共産党会派室

6月10日・24日、7月8日・22日
※会場が変更になる場合がありますので、必ずご予約ください。

☎042-723-6312まで要予約

生活相談はいつでもお受けします　042－724－4030　日本共産党会派室

午後２時～５時
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東京都に対してドクターヘリ運航事業の
早期再開を求める意見書
通学の安全状況は悪化しており、一人一
人の子どもの命を大切に通学の安全な体
制を求める請願
これ以上、町田市の学校をなくさないこと
を求める請願
町田市「新たな学校づくり推進計画」にお
ける適正規模基準の見直しを求める請願
鶴川中央小学校統合に伴う仮校舎期間の
通学支援（スクールバス等）に関する請願
国民健康保険税の値上げを行わないこと
を求める請願
子ども・子育て支援金制度の創設に伴う
保険料負担が実質的負担とならないよう
財政支援の実施等の意見書提出
野津田公園スケートパーク建設計画中止
及び凍及び凍結の請願
野津田公園スケートパークの予算執行を一
時とめて市民と話し合う場所を求める請願

 ◎ 〇 〇 × 〇 〇 △ 可決

 〇 × × × × 〇 × 不採択

 〇 × × × × 〇 △ 不採択

 〇 × × × × 〇 △ 不採択

 〇 〇 × × × 〇 △ 不採択

 〇 × × × × × × 不採択

 〇 △ × × × 〇 △ 不採択

 〇 × × × × 〇 △ 不採択
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◎提案会派　○全員賛成　×全員反対　△一部賛成

諸
派

継　続　審　査

　殿村健一市議は、市長の「当面の施政方
針」と政治姿勢について質問。大型開発と
受益者負担の市政から自治体本来の役割を
担い、「とことん暮らし」を貫く市政への転
換を要求。芹ヶ谷公園芸術の杜事業の白紙
撤回と市民との再検討を。学校や図書館の
統廃合、町田駅周辺再開発の中止。市民病
院の充実を求めました。稲垣市長は、必要

な物価高騰対策を実施する。芹ヶ谷公園芸術の杜事業費は削り、
見直すと答弁しました。

日本共産党市議団の一般質問日本共産党市議団の一般質問

大型開発より「とことん暮らし」貫く市政を大型開発より「とことん暮らし」貫く市政を

　細野りゅう子市議は、独居高齢者などが緊
急状態を知らせるためのペンダント型警報機
の希望者への拡充を求めました。いきいき生
活部長は「都の補助金を活用しているため、
制限がある」と答弁。細野市議は身寄りのな
い高齢者の終活支援の整備と拡充を求めまし
た。また、容器包装プラの分別収集が始まる中、
資源ごみとして収集を無料にするよう提案。

環境資源部長は、「現在、無料化の予定はないが、収集袋の価格
の妥当性については定期的に検討、検証を行う」と答弁しました。

高齢所帯が安心して暮らせる市政に高齢所帯が安心して暮らせる市政に

　田中みほ市議は、加齢性難聴の早期発見
のため、成人健康診査に聴力検査を行うよ
う質問。いきいき生活部長は、聴力検査を
行う考えはないが、問診票に「聞こえ」に
関する項目を入れることを検討していると答
弁しました。田中市議は補助額や対象世帯
の拡充を求めました。田中市議は、私立学
校や不登校の児童生徒に給食費相当の支援

を、と質問。学校教育部長から「都の補助事業や他自治体の動
向をみて研究していく」と答弁がありました。

加齢性難聴の早期発見と補助の拡充を加齢性難聴の早期発見と補助の拡充を

　大野まこと市議は、バス減便・運転士不
足の問題、シルバーパスの改善、相次ぐ診
療所閉鎖の問題、町田市が公設デイサービ
スから撤退しようとしている問題を追及しま
した。「公的支援で運転士不足は解消しない」
と言っていた都市づくり部長も、途中から
「町田市だけでは効果がない」という答弁に。
「相模原だって運転士が足りない。協力して

支援を」と求めると、「近隣自治体と対応することも改善策。先
行自治体の効果を確認しつつ、動向も注視」と答弁しました。

住民の移動権確保、医療・介護の充実を住民の移動権確保、医療・介護の充実を

生活保護、低所得者への
エアコン補助ついに実現！！
生活保護、低所得者への
エアコン補助ついに実現！！

　2026年度一般会計予算に対し、日本共産党は、殿村健一市議が
討論をして反対しました。理由の第１は、学校統廃合と図書館削減を
推進する予算になっていることです。廃校予定の学校とさるびあ図書
館の存続を求めました。第２に、国民健康保険事業会計への一般会
計から４億円の繰り入れを減らし、国保税値上げを行ったこと。第３は、
野津田公園の湿生植物園をコンクリートで覆うスケートパーク整備事業
は、保全を願う市民の理解を得ていないことです。第４に、町田駅
周辺の再開発や木曽山崎団地のまちづくりによって、住民が住み続け
られるまちづくりにならないことです。大型開発や市民負担増をやめ、
暮らしや福祉、教育を充実する予算への転換を求めました。

　日本共産党市議団として、一般質問で繰り返し
取り上げ、昨年は市長への要望も行った、エアコ
ン設置への補助制度が東京都の補助制度を活用し
て実現しました。対象の方はぜひご活用ください。
対象者：エアコン未設置または故障で使えない状況の非課税世帯、

住民税均等割のみ課税世帯、生活保護世帯（生活保護で
補助が出る世帯を除く）

助成金額：最大10万円（詳細はQRコードの市のHPを参考に）

＊毎月第2第4水曜日

結
果

大型再開発、公共施設再編やめ
暮らし第一の予算に転換を要求

問い合わせ：042-716-6849（コールセンター）
細野りゅう子市議

殿村健一市議

田中みほ市議

大野まこと市議

日本共産党提出「ドクターヘリ運航再開求める意見書」可決

申請期間4月15日～2027年1月31日

日本共産党町田市議団ニュース（202６年５・６月号）


